
敦焼蔵文資料に於ける宗義系の論書 (2)

原 田 豊

VII-1) Sans rgyas pahj theg pa the churn gsum dan I I mu stegs la

stsogs p&hi lta ba mdor bsdus te khyad bar du phye bahH 同 論 は Pt.

No. 842に 書 写 さ れ た 資 料 で あ る。

(1) Mu stegs (Lun log pa la rten(d) pa) (ka-a2 b2)0

(1-1) Chad par lta ba (ka-a3 7) o

(1-2) Mu stegs rTag par lta ba (ka-a7r b2) o

(2) Sans rgyas pa (ka-b2 r cha?-b6).

(2-1) NNan thos kyi theg pa (Theg pa chu flu) (ka-b5' kha-a3)o

(2-1-1) rNam par smra bao

(2-1-2) mDo sde pa.

(2-2) Ran sans rgyas pa(/kyi theg pa) (Theg pa hbrin po) (kha-b3 ga-a4) o

(2-3) Bla na myed pahi theg pa (Theg pa chen po) (ga-a4-r cha?-b6),

(2-3-1) rNam par ses pa pa(ga-a5-ha-b7): 論 師 Chags myed, Sahi rtsa lag

(2-3-2) dBu(b) ma pa(ha-b7～chaP-b6): 論 師 Na ga rdzu na, A rya De va。

(2-3-2-1) Narn gi rnal hbyor pahi dbu ma (ca-al-cha?-a2): gzur ba dari (hdzin

par snarli bahi rnams I kun btags pahi mtshan Aid lags(?) pas kun rdzob du yan
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ma mcis (( (ca-b2-3); so so skye bohi sa dan (gore (gun?) du rNam par ses

pahi gshun dan hdra (! (ca-b56),

(2-3-2-2) Phyi( rol pa) hi dbu(b) ma (pa) (cha?-a2r b6): phyihi gzugs la stsogs

par snap ba de dag thams cad ni (kun rdzob du rnam par ses pa las gyur pa ma

yin to f ( phyihi yul rten cm* hbrel to hbyun ba I sgyu mahi mtshan flid myed pa
ma yin to yod do (I (cha?-a3); mtshan Aid gsum yan phyi nan gni ga la bstan pa

yin no) don dam pa dan. I sku gsum la stsogs pa ni Nan gi rnal hbyor pa dan

hdraho I I (cha?-b56)o

以 上 の 如 く論 じて い るが, 同資 料 はVと 同様 に 外 道 の 宗 義 の 解 説 に 始 ま り,

II・IV・Vと 同様 に経 量 中観 を最 高 とす る教 判 的 立 場 か ら内容 が構 成 され て い る。

(2-3-1) の論 師 の 前 者 は Asahga, 後 者 は Vasubandhu を指 す と考 え られ る2)が,

そ の 宗 義 の解 説 は 上 に表 と した 如 く三 性 を詳 説 し, さ らに三 般 若, 念 行 地, 十 地,

十 波 羅 蜜, 法界, 四 智, 三 身 を解 説 す る。(2-3-2) はII-3-1と 同一 と解 さ れ る

が, こ こで は竜 樹 と提 婆 の 名 を示 す の み で, その 思 想 に は何 等 関 説 しない。(2-3

-2-1・2) で は 中観 の 二 を内 と外 に 区 分 し, 特 に 後 者 では 経 量 中観 と言 う一 般 的 呼

称 が全 く脱 落 して い る。 前 者 の 宗 義 の 解 説 で は 世 俗 諦 を4種 に 区 分 し, 二 諦,

三 性, 三 身 を解 説 し, 特 に唯 識 派 との 解 釈 の 相 違 点 を明 らか に せ ん と し てい る。

後 者 で は外 境 の無 を否 定 し, そ の有 を立証 す る議 論 に 終始 し, 上 引 の 如 く論 末 に

於 て, 勝 義, 三 身 に つ い て は喩 伽行 中 観 と見解 が 等 し い と 論 じ て お り, 両 中観

は勝 義 と して等 しい とす るII～V資 料 の所 論 と同様 の 内容 を, 同 資料 も表 明 し

てい る と考 え られ る。 同 資料 に於 て 留 意、す べ き 点 は, 用 い られ て い る術 語 に

Mahavyutpatti (MV.)3)と 異 な る用 語 が見 られ る事 で あ る。 即 ち 安 楽 sim ba

(MV. 1200gya nom pa), 依 他 起 gshan gyi dbah las (M7.1664 gshan gyi dban),

随 入 一 方 de kho nahi phyog gcig la rgyun du shugs pa (MV. 900 de kho nabi

don gyi phyog Ia rjes su shugs pa), 無 問 de ma thag Pa (MV. 901 bar chad med

pahi tih he hdzin), 飯 慧 (地) bod hphro ba (My. 88g bod hphro ba can), 難勝

(地) sin tu dkab rgyal (MV. 890 sin tu sbyahs dkab ba), 現 前 (地)mhon tu

pa? (MV. 591 mhon du gyur ba), 善 慧 (地) dgab babl blo gros (My. 894 legs

pahi blo gros), 妙 観 察 智 (so so) kun tu rtog Pabi ye ses (MV. 113 so sor rtog

pahi ye ses), 成 所 作 智 bya ba bsgrub pabi ye ses (MV. 114 bya ba nan tan du

grub pabi ye ses), 報 身 rdzogs lohs sphyod pahi sku (MV. 117 lohs pyod rdzogs

pahi sku) 等 で あ る。
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VIII. lTa bahi rim pa 同 資 料 はSt.607に 書 写 され た 資 料 で あ り, 上 山大

峻 氏 は喩 伽 行 中観 の 宗 義 を論 ず る断 片 で あ る と した が, 筆 者 は 唯 識 系 の 教 義 書 と

考 え た(注1拙 稿(1)注1)。 しか しVII-2-3-2-2の 記 述 と その 内 容 が 以 下 の 如 く

対 応 し, 同 資料 が 宗 義 系 の 論書 で あ り, しか も末 尾 の 経=量中観 の解 説 を保 存 して

い る こ とが分 か る。 内容 の対 応 はSt.607, ga 56a1～b3, 57a3～5=Pt.842, chaP

-a6～b5, 5～6で あ り, 引 用 され る経 証ga 56a4=chaP-b1～2; ga 56b1～2=cha2

-b3 (5a lu ljan pahi mdo); ga 56b3=cha -b4～5(shal nas gsuhs pabl mdo) も 同

一 の立 場 か ら為 され て い る。 論 末 に は nah gl rten cin bbrel par bbyuh bahi ho

bo rnams dan I sku dan I ye ses lastsogs pa don dam par ni rNal hbyor pahi

dbu ma pa rnams hdod pa dani hdra ho I (de bas na gzun ba darn hdzin pa gnis

ran bshin tha dad de I de tha dad pas gshan gyi dban darn yons su grub pa

ghis kyah phyi nah gfii ga la bstan pa fiid du bdod do l l (ga57a3～5) と 言己 さ

れ, Pt.842に 対 し て 同 資 料 が 広 本 の 性 格 を 持 つ 事 が 分 か る。 さ ら に 論 未 に は

「slob dpon Nl mahi hod が お 造 り に な つ た lTa bahi rim pa 終 る」(ga57a4)

と あ り, 同資 料 の著 者 と論 題 が明 らか と な る が,『lDan dkar 目録 』No.6794) に

「lTa bahi bye brag。slob dpon Ni mabi hod がお 造 りに な つ た もの。150頒。 」

と あ り, 著 者 が 同一 で あ り論 題 が類 似 して い る事 か ら, 類 似 した 内 容 の 論 書 と考

え られ, 或 は 同一 の論 書 を指 す 可 能 性 も考慮 せ ね ば な らな い。

IX. ITa bahi rim pahi (/pa yi) man hag 同 資 料 は 『(影印北 京版)西 蔵

大 蔵 経 』83, No. 4728と 同144, No. 5844に 収 載 され てお り5), 敦 煙 資 料 中 に は

発 見 され てい ない が, dKah ba dPal brtsegs 造 とされ てい る為, 参 考 と して取 り

上 げ る。

(1) hJig rten pa (sKye bo pa dan Mu stegs pa) (No. 4728, 87-2-5-3-3; No. 5843,
128-1-8-2-5)o

(2) Wig rten hdas pa (87-3-388-2-3; 128-2-5-129-1-4) o

(2-1) Nan thos pa(87-3-5; 128-2-7). (2-1-1) mDo sde pa. (2-1-2) Phye

brag.

(2-2) Ran rgyal theg pa pa (87-3-5-6; 128-2-78)o

(2-3) mTshan nid theg pa (87-3-6-4-1; 128-2-8-3-2),

(2-3-1) rNam rig pa (87-3-7; 128-3-1): phyi rol tho yor mi)) sag mo rta ltaz

med bshin du)) ran rig rnam ses hkhrul snap hdod)) don dam ye ses skad cig

hdod11
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(2-3-2) rNar hbyor dbu ma (87-3-8; 128-3-1): kun rdzob (rNam rig pa L) mthun

don dam stop pa ma skyes hdod

(2-3-3) mDo sde dbu ma pa (87-3-8-4-1; 128-3-2): kun rdzob sgyu ma tsam 1

yul rnams logs nas snap bar lta dam par mthah gnis bral ba yi dBu ma chen

por hdod paho

(2-4) Kri ya (87-4-1; 128-3-23)o (2-5) U pa ya (n) (/Ubhaya =gnis ka

(rgyud))6) (87-4-1-2; 128-3-3) o (2-6) Yo gahi theg pa (87-4-2-3; 128-3-3
4)o (2-7) Ma ha yo gahi theg pa (87-4-3; 128-3-4-5) (2-8) A nu yo

gahi theg pa (87-4-3-5; 128-3-5) o (2-9) A ti yo gahi theg pa (87-4-4-88-
2-3; 128-3-5-129-1-4)

以上 の如 く同 資料 は顕 教 に加 え て密 教 の 宗 義 を論 ず る 点 に 特 色 が あ り, こ れ と

後 代 の rDzogs chen pa の9乗 の 教 判 との 関 係 が, 既 に 注 意 さ れ て い る (注6津

田)。 同 資料 は7音 節 の偶 で あ り, 特 に密 教 の 部 分 が 難解 で あ る と 共 に 重 要 で あ

る が, 敢 て こ こで は論 及 しな い。(1)で は Mu stegs pa を断 と 常 に 分 け, 後 者

を5類1に 分 けて 計6類 を説 い て い る(87-3-1～2; 128-2-3～4)。(2-3-1)で は 三 性

等 に全 く関説 せ ず, (2-3-1・2)で は 二種 の 中観 の勝 義 が 等 しい とす る議 論 が 見 ら

れ な い が, 経 量 中観 を後 置 す る点 は他 の 宗 義書 と異 な らな い。 尚 rah rgyud の 述

語(87-2-6; 128-1-8)が 見 られ る点 が 留 意 さ れ る(IV)。 ま た (2-3-3) に 見 え る

dBu ma chen po の用 例 は, 後 代 の Jo nah pa が 自 らを称 す る呼 称7)と 類 似 して

い る。

X. Pt. 812 (verso) 同資 料 は禅 資 料 (recto; 注1拙 稿c)と 連 書 さ れ た 問答

体 の教 義 解 説 書 で あ る が, 宗 義 に関 して dge slohs gyi lta ba sprir (/spyir)

ni rnam pa man mod kyi I I bon kyan mdor bsdus na I rnam pa gnis to I de

gan she nab I dBu mahi lta ba dan I mDo sde pahi lta ba ste rnam pa gnis
so I 1 kun rdzob to ni churn zad sig myi hthun I don dam par ni hthun ses

(?)b hdi gnis kun rdzob to ni ii ltar myi hthun I I don dam (?)na

ci ltar mthun I I lta ba hdi gnis ma htshal na ion ba dan hdra I shes mDo las

bbyuh l i (fo11.16-3-17-2) と論 じ, (喩伽行) 中観 と経 量 (中観) の勝 義が 等 し

い こと を経 証(P)と 共 に説 い て い る。 ま た上 記 に続 け て 同資 料 で は Nan thos と

Rah sahs rgyas を解 説 して い る。

1) 本 稿 は 『日本 印 度 学 仏 教学 研 究』(『 印 仏研 』) 26-1 (東 京, 1977) 所 収 の 拙 稿(1)

1-VIに 続 く もの で あ る。 拙 稿(1)に 関 し て は以 下 の通 り訂 正 を加 え た い。IIに 関
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し て拙 稿 (b)「(回 顧 と展 望)チ ベ ッ ト」(『史 学 雑 誌 』87-5, 東 京, 1978), ま た新 資

料 に 関 し て 拙 稿 (c)「 摩 詞 行 禅 師 考 」(『仏 教 学 』8, 東 京, 1979) 参 照。II-1; chuh

hu→chuh hu pa。II-2; Arya De ba→Ba su ban du。P. 446-8; 内→外。IIIに 関

して上 掲拙 稿(c)参 照。III-2図 は 以 下 に 訂 正 す る (松 本 史 朗 氏 の 指 摘 を含 み, 同 氏

は 「仏 教綱 要 書」,『(講 座)敦 煙 』6を 既 に脱 稿 し て い るが 筆 者 未 見)。

p. 465-32; ((3→(3。Vの 新 資 料 と してSt.No. 260. II (cf. チ ベ ッ ト研 究 委 員 会 編

『ス タ イ ン蒐 集 チ ベ ッ ト語 文献 解 題 目録(3)』 東 洋 文 庫, 1979)と 同666 (=Pt. No.

121, 19-3-24-5) が あ り, 特 に 後 者 の4a2-5はPt. No. 121に 対 応 文 を見 出 せ ず,

注意 を 要 す る。V-4-2-2; rgyu bahi→smyig rgyu bahi。 ま た注1に 関 説 す るSt. No.

607に つ い て はVIIIに 示 す如 くで あ る。

2) 小 谷 信 千代 「『大 乗荘 厳 経論 』 の Bhasya の著 者 に つ い て」,『 日本 西蔵 学 会 々報 』

(『西 蔵 報 』)24, 東 京, 1978。

3) 榊 亮 三郎 『(梵 蔵 漢 和 四 訳 対 校)翻 訳 名 義 大 集 』(財 団 法 人) 鈴 木 学 術 財 団, 東 京,

1962。 拙 稿 「sGra sbyar bam po gnis pa 考 」,『 印 仏 研 』27-2, 東 京, 1979; 同

「Mahtatti の 成 立 事 情 」,『西 蔵 報 』25, 東 京, 1979; 同 「(回顧 と 展 望)チ ベ

ッ ト」,『 史 学 雑 誌 』89-5, 東 京, 1980; 山 口瑞 鳳 (a)「 吐 蕃 王 国仏 教 史 年 代 考 」,『成

田 山 仏 教 研 究 所紀 要 』3, 成 田, 1978; 同 「『二・巻本 訳 語 釈 』 研 究 」, 同4, 成 田, 1979。

4) M. Lalou Les textes bouddhiques an temps du roi Khri-sron-lde-bcan, Journal

asiatic 241-3, Paris, 19530

5) 宮 崎 啓 作 「Ye ses sde-三 部 の著 作 」,『印 仏 研 』27-2, 東 京, 1979。 な お 同氏 の

所 論 は全 く取 らな い (袴 谷 憲 昭 「Sans rgyas gtso bohi rgya cher hgrezpa-解 説

お よび 和 訳」,『駒 沢 大 学 仏 教 学 部 研 究紀 要 』35, 東 京, 1977; 注1拙 稿b; 注3山 口

a;『lDan dkar 目録 』No. 559～63)。

6) 津 田真 一 Classificazion of Tantras in dPal brtseg's lTa bahi rim pa bsad pa

and Its Problems,『 印 仏研 』13-1. 東 京, 1965。

7) D. S. Ruegg The Jo nan pas: A school of buddhist ontologists according to

the Grub mtha sel gyi me Ion, Journal of the American oriental society 83-1,

1963; do. Theorie du tathagatagarbha et du gotra: Etudes sur la soteriologie et

la gnoseologie du bouddhisme Publication de 1Ecole francaise d'Extreme-Orient.
70, Paris, 1969; do. Le traite du tathagatagarbha du Bu ston rin then grub do.

88, Paris, 1973 (以 上 は上 杉 隆 英 氏 の教 示 に よ る)。(東 洋 文 庫 研 究 員)
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